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６
月
10
日
に
行
わ
れ
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
県
中

学
校
春
季
大
会
・
シ
ン
グ
ル
で
、
見
事
優
勝
を

勝
ち
取
っ
た
。昨
年
の
新
人
戦
に
続
く
栄
冠
だ
。

「
最
初
か
ら
優
勝
を
狙
っ
て
い
ま
し
た
。
前

日
の
団
体
戦
は
準
優
勝
で
悔
し
い
思
い
を
し
て

い
た
た
め
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

小
１
の
頃
、
両
親
が
参
加
し
て
い
た
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
に
付
い
て
行
く
よ
う
に
な
り
、

自
然
と
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現

在
は
、
部
活
動
と
地
元
の
ク
ラ
ブ
で
毎
日
の
よ

う
に
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

「
調
子
が
悪
く
て
嫌
に
な
る
と
き
も
あ
り
ま

し
た
が
、今
は
結
果
も
良
く
楽
し
め
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
と
き
で
も
応
援
し
て
く
れ
る
両
親
に
は
、

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

時
間
が
で
き
る
と
読
書
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
自
叙
伝
を
好
ん
で
読
ん

で
い
る
。
考
え
方
や
競
技
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、

自
分
に
生
か
せ
る
こ
と
が
多
い
と
話
す
。

「
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
『
今
で
き
る
こ
と
を
す 

る
』
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。
僕
も
し

っ
か
り
と
、
今
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

何
事
に
も
プ
ラ
ス
思
考
で
臨
む
の
が
信
条
。

苦
し
い
試
合
展
開
で
も
絶
対
に
諦
め
る
こ
と
は

な
い
。
ま
た
、
練
習
に
も
勉
強
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
。
そ
の
姿
か
ら
先
生
や
仲
間
た
ち
か

ら
の
信
頼
も
厚
い
。

「
今
月
行
わ
れ
る
県
総
合
体
育
大
会
で
優 

勝
し
、
関
東
・
全
国
大
会
で
も
活
躍
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
」

将
来
は
指
導
者
と
し
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の 

楽
し
さ
を
広
め
た
い
と
話
す
。
丁
寧
な
指
導
で

み
ん
な
か
ら
慕
わ
れ
る
指
導
者
に
な
る
だ
ろ
う
。

プ
ラ
ス
思
考
で
何
で
も
積
極
的
に

満開のアジサイに囲まれて
６月24日、荻窪公園でアジサイまつりを

開催。見頃を迎えた１万6,000株の色とりど
りの花を見ようと、多くの人でにぎわいまし
た。だんべえ踊りやスタンプラリーなどのイ
ベントを実施。訪れた人たちは鮮やかなアジ
サイに囲まれて楽しい時間を過ごしました。

プールで夏を楽しもう
市民プールがオープンしました。６月30

日の無料開放日は、気温も上がって絶好のプ
ール日和に。水しぶきを上げながら元気に遊
ぶ子どもたちをはじめ、家族連れなど多くの
人が来場し夏の涼を楽しみました。ことしは
９月２日㈰まで利用できます。

消防団員が訓練の成果を競う
７月1日、県消防学校で市消防団消防ポン

プ操法大会を開きました。予選を勝ち抜いた
20チームが参加し、ポンプ車からホースを伸 
ばして的に向け放水。日頃から訓練に励んだ
成果を発揮しながら、的を倒すまでの速さや
行動の正確さなどを競い合いました。

七夕まつりに前橋産並ぶ
7月5日から８日まで七夕まつりを開催し

ました。色とりどりの飾り付けで、中心市街
地は華やかな雰囲気に。ことしは前橋産の食
材を一堂に集めた農涼祭ｉｎ七夕も同時に開
催。訪れた人たちは取れたて新鮮な野菜やジ
ュースをおいしそうに味わっていました。

近
藤
嘉
男

『
港
の
マ
リ
ア
』
昭
和
25
年

油
彩
・
カ
ン
バ
ス

（
１
３
０
・
５
㌢
㍍
×
１
６
２
・
０
㌢
㍍
）

「
港
の
マ
リ
ア
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
示
す 

よ
う
に
、
港
町
を
背
景
に
、
赤
子
を
胸
に
抱
く

女
性
が
中
央
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
カ
ン
バ
ス

の
右
奥
を
よ
く
見
る
と
、
特
徴
的
な
三
角
屋
根

の
建
物
や
橋
、
時
計
の
丸
い
輪
郭
な
ど
が
昭
和

23
年
に
制
作
さ
れ
た
「
作
品
Ａ
」
と
酷
似
し
て

い
て
、
後
ろ
姿
の
人
物
は
画
家
本
人
だ
と
分
か

り
ま
す
。

そ
の
画
家
は
近
藤
嘉
男
さ
ん
（
大
正
４
年
―

昭
和
54
年
）。
竪
町
（
現
・
千
代
田
町
）
の
砂 

糖
問
屋
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
小
学
生
の
時

に
油
彩
を
始
め
ま
す
。
10
代
の
頃
か
ら
地
元
公

募
展
に
入
賞
し
、
高
校
在
学
中
か
ら
徴
兵
さ
れ

る
ま
で
は
二
科
展
に
出
品
し
ま
し
た
。
復
員
後

は
、
新
設
さ
れ
た
二
紀
会
で
作
品
を
発
表
し
続

け
、
昭
和
22
年
に
最
高
賞
の
二
紀
賞
を
受
賞
。

期
待
の
新
人
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
20
年
代
後
半
か
ら
30
年
代
に
か
け
て
は
、

本
作
品
の
よ
う
に
野
田
英
夫
や
松
本
竣
介
の
影

響
が
見
ら
れ
ま
す
。
写
実
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

風
景
の
断
片
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
て
、
幻
想

的
な
心
象
風
景
を
表
現
し
ま
し
た
。

ま
た
戦
後
は
、
広
瀬
川
沿
い
の
自
宅
兼
ア
ト

リ
エ
で
二
紀
会
洋
画
研
究
所
と
子
ど
も
向
け
絵 

画
教
室
「
ラ
・
ボ
ン
ヌ
」、
大
人
向
け
の
「
生 

活
造
形
実
験
室
」
を
開
講
し
、
延
べ
３
，
０
０

０
人
以
上
の
生
徒
が
巣
立
ち
ま
し
た
。
現
在
、

ア
ト
リ
エ
を
改
修
し
た
広
瀬
川
美
術
館
（
千
代

田
町
三
丁
目
）
で
は
、
近
藤
さ
ん
の
作
品
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

文
化
国
際
課　
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県中学校バドミントン
春季大会で優勝
井上　博貴さん� 13歳
三中

まえばし人
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